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県
が
先
に
策
定
し
た
「
岩
手
県
障
が
い
者
工

賃
倍
増
５
か
年
計
画
」（
平
成
19
年
度
～
23
年

度
）
は
、
24
年
度
か
ら
新
た
な
「
岩
手
県
障
が

い
者
工
賃
向
上
計
画
」（
平
成
24
年
度
～
26
年

度
ま
で
の
３
か
年
間
）
に
移
行
し
ま
し
た
。

前
計
画
で
掲
げ
た
平
成
23
年
度
の
目
標
工
賃

月
額
２
７
，
７
０
０
円
は
、
現
下
の
厳
し
い
経

済
情
勢
を
反
映
し
て
目
標
達
成
に
は
到
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

24
年
度
か
ら
の
新
計
画
で
は
目
標
を
達
成
す

喜
び
の
あ
る
職
場
づ
く
り
で

工
賃
向
上
に
取
組
む

「
県
障
が
い
者
工
賃
向
上
計
画
」を
踏
ま
え
て

る
取
組
み
に
、「
仕
事
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
」（
事
業
所
情
報
の
提
供
、
官
公
需
の
発
注

促
進
、
共
同
受
注
窓
口
の
試
行
）、「
事
業
所
の

製
品
の
製
造
と
販
売
を
支
援
す
る
た
め
の
方

策
」（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
、
工
賃
引
上

げ
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）、「
優
良
事
例
集
の

発
行
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

県
社
協
に
設
置
（
平
成
21
年
度
）
さ
れ
た

「
障
が
い
者
就
労
支
援
振
興
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
事
業
所
と

市
場
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
事
業
所
の

抱
え
る
課
題
（
広
告
、
営
業
、
販
売

促
進
、
技
術
指
導
な
ど
）
を
多
角
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
24
年
度
は
主

に
▽
沿
岸
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
新

規
の
販
売
所
や
受
託
作
業
の
開
拓
▽

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
販
売

と
Ｐ
Ｒ
▽
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
よ

る
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
善
▽
イ

ベ
ン
ト
販
売
会
の
開
催
な
ど
に
取
組

み
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
ら
に
加

え
て
、
優
先
調
達
推
進
法
対
応
な
ど

共
同
発
注
窓
口
と
し
て
の
機
能
充
実

な
ど
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

誇
り
と
喜
び
を
持
っ
て
働
け
る
職

場
づ
く
り
で
、
工
賃
向
上
に
取
組
む

２
事
業
所
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

平成23年度平均工賃（賃金）月額の実績について
（平成22年度）
15,783円 ➡ （平成23年度）

16,291円

岩手県障がい者工賃向上計画（平成24年度～26年度）
年度

平成24年度 17,300円 190円
平成25年度 17,900円 200円
平成26年度 18,500円 210円

月額目標工賃額 １時間の平均額

景
に
は
▽
生
活
保
護
受
給
者
数
の
増
加（
２

０
１
３
年
：
２
１
５
万
人
、特
に
稼
働
世
代
の

40
代
層
▽
進
む
社
会
的「
孤
立
」▽
非
正
規
雇

用
、な
ど
の
問
題
が
重
な
り
合
っ
て
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関

す
る
特
別
部
会
に
よ
る
と
、問
題（
困
窮
状
態

か
ら
の
脱
却
）解
決
に
は
▽
生
活
保
護
に
至

る
前
段
階
の
早
期
支
援
▽
地
方
自
治
体
が
実

施
主
体
と
な
り
民
間
団
体
と
協
働
す
る
。

ま
た
、解
決
法（
新
た
な
仕
組
み
）に
は
▽

生
活
困
窮
者
の
自
立
ま
で
を
包
括
的
・
継
続

的
に
支
え
る
新
た
な
相
談
体
制
の
構
築
▽
就

労
に
向
け
た
生
活
訓
練
・
社
会
訓
練
、技
術
習

得
訓
練
を
有
期
で
行
う
事
業
▽
中
間
就
労
▽

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
支
援
体
制
の
全
国
的
な

整
備
、な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
社
協
の「
社
協
・生
活
支
援
活
動
強
化
方

針
」を
み
る
と
▽
生
活
支
援
活
動
の
取
組
み

を
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
心
配
ご
と
相
談
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
、住
民
参
加
型

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
、安
心
生
活
創
造
事
業
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、発
見
と
気
づ
き
、総
合
相
談
を
、地
域
支

援
と
個
別
支
援
を
一
体
的
に
進
め
る
観
点
で

強
化
し
て
い
く
▽
社
協
の
仕
事
は
、地
域
支
援

と
個
別
支
援
を
組
織
的
に
一
体
的
に
進
め
る

視
点
で
事
業
や
活
動
を
す
す
め
て
い
く
、と
い

っ
た
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
評
価
と
強
化
を
、生

活
問
題
の
諸
相
や
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
社
協
の
取

組
み
課
題
に
は
▽
地
域
社
会
の
変
化
を
と
ら

え
た
中
で
の
役
割
▽「
一
億
総
中
流
」か
ら

「
格
差
社
会
」の
流
れ
に
対
応
す
る
役
割
▽
社

会
保
障
財
源
の
増
大
、持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
が
め
ざ
さ
れ
る
中
で
の
役
割
、が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
は
▽
よ
り
複
雑
・
深
刻
化
す
る
個

人
・
家
族
・
地
域
問
題
の
相
談
組
織
▽
専
門
分

化
す
る
福
祉
制
度
に
お
け
る
仲
介
役
、総
合

力
が
生
か
せ
る
組
織
▽
社
会
福
祉
の
問
題
を

常
に
発
見
、解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
柔
軟

な
協
議
体
組
織
▽
役
職
員
の
総
合
力
の
み
な

ら
ず
、地
域
住
民
や
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
・
事
業
所
の
総
合
力
を
整
え
る
▽
人
・

組
織
が
交
流
で
き
、協
力
で
き
る「
場
」と
し

て
の
存
在
の
必
要
、が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

制
度
や
事
業
に
魂
を
入
れ
、い
ろ
ん
な
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
社
協
人
の
仕
事
で

す
。自
信
な
く
仕
事
を
す
る
若
い
職
員
の
ケ

ー
ス
も
あ
り
、管
理
職
に
は「
気
づ
く
力
」で

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。情
報
を
発
信
す
る
チ
ャ
ネ
ル
を
多
く
し
、

行
政
や
関
係
者
と
対
等
に
話
す
力
を
磨
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
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社
会
福
祉
法
人
光
林
会
は
障
が
い
者
支

援
施
設
ル
ン
ビ
ニ
ー
苑
、地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
４
つ
の
就
労
継
続
支
援
事
業
所

（
こ
ん
び
り
ベ
ー
カ
リ
ー
ち
ゃ
い
、菓
子
工

房
夢
舎
夢
舎
、ハ
ー
ト
ピ
ー
ト
、花
工
房
さ

く
ら
）を
運
営
。定
員
は
各
事
業
所
と
も
10

名
の
合
わ
せ
て
40
名
で
す
。

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は「
ス
タ
ッ
フ

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
こ
と
」を
前
提
に

事
業
所
ご
と
に
顧
客
開
拓
や
販
売
方
法
、

生
産
体
制
や
Ｐ
Ｒ
戦
略
な
ど
を
考
え
、年

度
ご
と
に
工
賃
引
上
げ
の
た
め
の
事
業
や

目
標
支
給
額
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
11
人
が
菓
子
工
房
の「
店
長
」

社
会
福
祉
法
人
光
林
会

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
菓
子
工
房「
夢
舎
夢
舎
」

平
成
24
年
度
の
平
均
工
賃
支
給
額（
４

事
業
所
合
わ
せ
て
利
用
者
38
名
、年
度
末

賞
与
を
含
む
）は
２
０
，２
１
２
円
。25
年

度
は
２
０
，９
７
５
円（
利
用
者
40
名
）を

目
標
額
と
し
て
い
ま
す
。

三
井
信
義
理
事
長
は「
昨
今
の
経
済
情

勢
の
中
で
は
授
産
収
入
の
ア
ッ
プ
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
よ
り
も
職
員
が
ス

タ
ッ
フ
の
能
力
や
適
正
の
強
み
を
見
極

め
、一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
。そ
れ

が
工
賃
目
標
に
近
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

本
人
が
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り

美
術
館
に
併
設
し
て
い
た
菓
子
工
房

「
夢
舎
夢
舎
」は
、花
巻
市
若
葉
町
に
移
転

し
て
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。工
房
は
ク
ッ

キ
ー
25
種
類
の
他
、ゼ
リ
ー
、プ
リ
ン
、ケ

ー
キ
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
商
品
展
開
を

心
掛
け
て
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。工

房
で
は
喜
び
を
持
っ
て
働
き
な
が
ら
工
賃

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、菓
子
の
種
類

に
応
じ
て
製
造
担
当
者（
重
複
）を
決
め
、

職
員
と
一
緒
に
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

鎌
田
有
希
子
さ
ん
は「
障
が
い
の
重
い

方
で
も
商
品
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
パ
イ
生

地
を
伸
ば
し
た
り
、写
真
カ
ー
ド
で
タ
ル

ト
の
製
造
を
し
た
り
と
、個
々
の
適
正
に

設
立
８
年
目
と
な
る
同
事
業
所
の
利
用

定
員
は
20
人
（
平
均
年
齢
は
48
歳
）、
職

員
体
制
は
８
人
（
パ
ー
ト
含
む
）。
１
階

に
菓
子
工
房
と
喫
茶
店
舗
、
２
階
に
作
業

室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

工
賃
向
上
に
当
た
っ
て
は
企
業
経
営
的

手
法
の
必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
広
い

意
味
で
利
用
者
が
喜
び
を
持
っ
て
働
き
、

そ
れ
を
地
域
が
応
援
し
、
工
賃
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
度
の
平
均
工
賃
支
給
額
は
１

１
，
５
３
１
円
（
日
給
額
８
２
２
円
、
時

給
額
１
７
８
円
）、
そ
れ
に
年
２
回
ボ
ー

ナ
ス
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
工
賃
が
低
い

傾
向
は
利
用
者
の
体
調
な
ど
を
考
慮
し
、

勤
務
時
間
が
利
用
者
ご
と
に
違
う
こ
と
も

理
由
の
ひ
と
つ
。
25
年
度
の
目
標
額
は
１

販
路
拡
大
に
利
用
者
も
加
わ
る

社
会
福
祉
法
人
一
隅
を
照
ら
す
会

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
 り
ん
り
ん
舎

２
，
５
０
０
円
と
し
て
い
ま
す
。

佐
々
木
由
子
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

（
主
任
職
業
指
導
員
）
は
「
で
き
な
い
理

由
よ
り
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
、

事
業
と
し
て
取
組
め
る
こ
と
は
即
行
動

し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
工
賃
が
上
が
れ

ば
利
用
者
の
生
活
も
潤
い
、
よ
り
そ
の
人

ら
し
い
地
域
で
の
生
活
が
で
き
ま
す
。
そ

の
姿
を
見
た
い
た
め
に
職
員
は
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
工
賃
を
上
げ
ら
れ
な
い
歯
が
ゆ

さ
が
残
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

工
賃
水
準
を
上
げ
る
た
め
に
▽
利
用
者

の
意
識
改
革
（
目
的
と
喜
び
を
持
っ
て
通

所
し
、
主
体
性
と
責
任
感
を
醸
成
）
▽
販

売
の
拡
大
（
委
託
販
売
先
の
開
拓
や
仕
入

れ
販
売
品
目
の
充
実
）
▽
地
域
交
流
（
行

政
な
ど
へ
の
移
動
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
出

店
、
バ
ザ
ー
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

応
じ
て
仕
事
を
分
担
し
て
い
ま
す
。そ
れ

に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
意
欲
と
責
任
感
が
醸

成
さ
れ
、勤
務
の
安
定
や
生
活
力
の
向
上

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
し

た
う
え
で
、「
職
員
は
３
人
で
す
が
、ス
タ

ッ
フ
全
員
が
工
房
の
店
長
で
あ
り
、当
工

房
の
看
板
で
す
」と
笑
顔
。

障
が
い
者
の
事
業
所
は
地
域
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、工
房
で
は

地
域
交
流
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。月

１
回「
外
食
の

日
」を
設
け
、近

隣
の
食
堂
・
レ
ス
ト

ラ
ン（
５
店
舗
）で
ラ
ン
チ
を
通
し

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。小
学

校
低
学
年
の
地
域
学
習
の
場
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。ま
た
、販
路
拡
大
に
向
け
て
２

年
前
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
設

け
、ブ
ロ
グ
で
も
商
品
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

移転１年目を迎えた工房

約100種のスイーツが並ぶ店舗 鎌田有希子 さん

利用者と職員のみなさん
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自
主
製
品
（
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
や
ケ

ー
キ
・
焼
き
菓
子
な
ど
）
は
、
積
極
的
に

講
習
会
や
研
修
会
で
助
言
を
得
、
品
質
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
委
託

販
売
先
は
生
協
、
福
祉
事
業
所
、
ス
ー
パ

ー
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

11
店
舗
。
仕
入
れ
販
売
品
目
も
増
え
て
い

ま
す
。

新
た
な
試
み
の
創
作
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
一
緒
に
天
然
石
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
）
は
、
盛
岡
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発

表
展
示
販
売
会
を
開
き
、
売
り
上
げ
増
と

利
用
者
の
自
信
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

地
域
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

同
事
業
所
で
は
数
年
前
か
ら
障
が
い
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
事
業
を
利
用
し
、
専
門
的
な
指
導
（
中

小
企
業
診
断
士
・
小
山
剛
令
氏
）
を
受
け

て
、
販
売
品
目
を
充
実
さ
せ
、
県
外
に
も

販
路
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
他
に
も
菓
子
講

習
会
や
各
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

山
内
百
合
子
主
任
生
活
支
援
員
は
「
こ

こ
で
力
を
つ
け
Ａ
型
事
業
所
や
一
般
企
業

に
就
職
し
た
利
用
者
も
お
り
、
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
地
域
に
根
ざ
し
た

事
業
所
に
な
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
、
何
と
か
工
賃
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
な
が
ら
利
用
者
の
暮
ら
し
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
所
は
昨
年
か
ら
「
地
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
展
開
」
に
目
を
向
け
て
い

ま
す
。
盛
岡
市
内
の
６
事
業
所
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
る
「
も
り
お
か

福
祉
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
」（
盛
岡
市
社
会

福
祉
事
業
団
）
を
利
用
し
た
「
地
域
ア
ク

シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
県
立
大
教
授
宮

城
好
郎
氏
）
に
は
、
職
員
の
ほ
か
勤
務
を

終
え
た
利
用
者
４
人
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
修
会
で

は
、
事
業
所
を
拠
点
に
「
子
ど
も
と
一
緒

に
作
れ
る
ク
ッ
キ
ー
教
室
」「
お
菓
子
教

室
」「
焙
煎
教
室
」「
地
元
野
菜
の
宅
配
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
続
出
。

事
業
所
で
は
利
用
者
と
一
緒
に
地
域
に
対

し
て
行
動
を
起
こ
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の

視
点
が
重
要
か

ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
経
営
の
コ
ン
サ
ル
タ

こ
れ
か
ら
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
視
点

苦
情
を
事
業
運
営
に
ど
う
活
か
す
か

県
社
協
・
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
共
催
の
「
社
会
福
祉
法
人
役
職
員
セ
ミ
ナ
ー
」

（
６
月
18
日
、
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ー
ナ
）
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長
、

施
設
長
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
事

業
運
営
に
お
け
る
苦
情
解
決
の
意
義
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
義
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

岩
手
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
委
員
長
　
宮
城
　
好
郎

（
岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
福
祉
経
営
学
科
教
授
）

ン
ト
に
竹
田
陽
一
と
い
う
方
が
い
ま
す
。

竹
田
先
生
は
「
弱
者
の
戦
略
」
な
ど
戦
略

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
講
演
を
し
て
い

て
、「
業
績
の
98
％
は
社
長
一
人
の
戦
略

実
力
で
決
ま
る
」
と
何
度
も
仰
っ
て
い
ま

す
。
社
長
の
戦
略
は
極
め
て
業
績
に
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
経
営
は
人
な
り
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ

の
「
人
」
と
は
誰
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

「
人
」
は
職
員
と
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で

す
。
む
し
ろ
、
経
営
に
お
い
て
は
職
員
よ

り
も
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
重
要
で
す
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
ま
ず
、

法
人
や
施
設
の
使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を

決
め
る
こ
と
。
組
織
を
代
表
し
て
発
言
す

る
こ
と
。
重
要
な
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
。

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
時
は
、
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
言
動
に
よ
っ
て
組
織
体
の

評
価
が
変
わ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
方
針
や
方
向
性
を

示
す
こ
と
。
そ
れ
が
仕
事
の
全
て
で
す
。

細
々
と
し
た
枝
葉
の
部
分
は
職
員
に
権
限

を
委
譲
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
を
皆

さ
ん
は
ど
う
捉
え
ま
す
か
。
定
義
は
研
究

者
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
語
源
は
マ
ネ

ー
ジ
と
い
う
動
詞
の
名
詞
系
で
す
。
意
味

は
「
で
き
る
だ
け
〇
〇
す
る
」。
こ
れ
は

私
達
の
解
釈
で
意
味
づ
け
を
す
る
と
、

「
で
き
る
だ
け
法
人
の
目
的
に
沿
っ
て
考

え
る
。
仕
事
を
す
る
」
と
定
義
で
き
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
役
割
を
担
う
人
が
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
の
で
す
。

苦
情
解
決
の
本
質

社
会
福
祉
法
82
条
に
「
社
会
福
祉
事
業

の
経
営
者
は
、
常
に
、
そ
の
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
利
用
者
か
ら
の

１階の売店と喫茶店舗

平成25年度
社会福祉法人役職員セミナー

「評判」のマネジメント
苦情解決を
戦略化する

焼き菓子をつくる利用者

佐々木由子さん（右）と山内百合子さん
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